
戦
後
文
化
運
動
雑
誌
叢
書
14

全
10
巻
・
付
録
１
・
別
冊
１

体　

裁
―
Ｂ
５
判
・
上
製
・
総
約
４
、８
０
０
頁

収　

録
―
第
１
号
～
第
３
０
０
号（
１
９
５
１
年
～
１
９
６
４
年
）

刊　

行
―
２
０
１
８
年
６
月
～
２
０
１
９
年
５
月（
全
４
回
配
本
）

解　

説
―
鈴
木
貴
宇（
東
邦
大
学
准
教
授
）

推　

薦
―
志
賀
寛
子
・
遠
藤
公
嗣
・
熊
沢 

誠
・
水
溜
真
由
美

揃
定
価
―
本
体
２
５
０
、０
０
０
円
＋
税

ひ
ろ
ば

　
敗
戦
後
の
日
本
社
会
に
お
け
る
様
々
な
民
主
化
運
動
に
お
い
て
、

労
働
運
動
の
昂
揚
は
め
ざ
ま
し
い
も
の
が
あ
っ
た
。

　
そ
の
中
で
も
、
銀
行
の
労
働
組
合
を
横
断
的
に
結
集
す
る
組
織
と

し
て
発
足
し
た
全
国
銀
行
従
業
員
組
合
連
合
会
（
全
銀
連
）
は
、
戦

前
に
は
展
開
さ
れ
得
な
か
っ
た
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
層
の
労
働
運
動

を
代
表
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
特
に
、
全
銀
連
・
青
婦
人
対
策
部
か
ら
発
刊
さ
れ
た
『
ひ
ろ
ば
』

は
、
金
融
問
題
に
と
ど
ま
ら
な
い
幅
広
い
編
集
を
め
ざ
し
、
労
働
組

合
文
化
活
動
の
様
態
を
凝
縮
し
た
存
在
と
な
っ
た
。

復刻版
全
国
銀
行
従
業
員
組
合
連
合
会（
銀
行
労
働
研
究
会
）発
行

不
二
出
版

ひ
ろ
ば



『
ひ
ろ
ば
』
の
ユ
ニ
ー
ク
さ遠

藤
公
嗣
（
明
治
大
学
教
授
）

　

復
刻
版
の
原
稿
に
ざ
っ
と
目
を
通
し
て
、
思
わ
ず
記
事
に
読
み
ふ
け
っ
た
。
そ

し
て
、
当
時
、『
ひ
ろ
ば
』
が
な
ぜ
広
く
支
持
さ
れ
、
発
行
部
数
が
わ
ず
か
六
年

間
で
、
一
九
五
〇
年
の
初
号
百
部
か
ら
全
銀
連
解
散
直
前
の
六
千
部
に
増
加
し
た

か
が
、
わ
か
っ
た
気
が
し
た
。
全
国
の
各
銀
行
の
様
々
な
職
場
の
実
情
や
、
職
場

で
働
く
女
性
労
働
者
の
生
の
声
を
示
す
記
事
が
実
に
多
い
の
で
あ
る
。
女
性
労
働

者
か
ら
み
た
一
九
五
〇
︱
六
〇
年
代
の
銀
行
労
働
と
労
働
運
動
と
は
何
だ
っ
た
の

か
が
よ
く
わ
か
る
。
ま
た
、
全
銀
連
は
企
業
別
労
組
の
連
合
団
体
で
あ
り
、
他
と

同
様
に
、
加
盟
す
る
各
労
組
間
の
隔
た
り
が
大
き
か
っ
た
が
、
そ
の
克
服
に
『
ひ

ろ
ば
』
が
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
こ
と
も
よ
く
わ
か
る
。
だ
か
ら
、
全
銀
連
解

散
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ま
た
購
読
料
値
上
げ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
発
行
者
を
全
銀

連
か
ら
銀
行
労
働
研
究
会
に
か
え
て
、
発
行
の
継
続
が
支
持
さ
れ
た
の
だ
と
私
は

思
う
。
連
合
団
体
解
散
に
も
か
か
わ
ら
ず
発
行
が
継
続
さ
れ
た
組
合
機
関
誌
を
、

私
は
『
ひ
ろ
ば
』
以
外
に
知
ら
な
い
。
皆
無
か
も
し
れ
な
い
。『
ひ
ろ
ば
』
は
そ

れ
だ
け
の
価
値
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
戦
後
労
働
運
動
と
い
う
と
男
性
労
働
者
の

そ
れ
の
み
を
無
意
識
に
思
い
浮
か
べ
る
視
野
の
狭
さ
が
、
い
ま
な
お
日
本
の
労
働

運
動
家
と
研
究
者
の
遅
れ
た
実
情
だ
ろ
う
が
、
そ
れ
を
打
破
す
る
一
助
に
な
る
こ

と
を
、
私
は
『
ひ
ろ
ば
』
復
刻
版
に
期
待
す
る
。

と
き
に
は
誌
上
論
争
も志

賀
寛
子
（『
ひ
ろ
ば
』
元
編
集
長
）

　
『
ひ
ろ
ば
』
は
、
一
九
五
〇
年
一
一
月
に
銀
行
労
働
組
合
の
上
部
組
織
で
あ
る
全
銀

連
（
全
国
銀
行
従
業
員
組
合
連
合
会
）
青
婦
人
対
策
部
か
ら
発
刊
さ
れ
た
。
Ｂ
５
判
三

〇
ペ
ー
ジ
た
ら
ず
の
小
冊
子
で
あ
っ
た
が
、
身
近
な
問
題
を
平
易
な
言
葉
で
語
っ
て
い

て
親
し
み
や
す
い
と
好
評
で
、
有
料
購
読
制
を
と
っ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
全
銀

連
解
散
時
（
註
）
の
発
行
部
数
は
六
千
部
を
数
え
た
。

　
『
ひ
ろ
ば
』
は
、
銀
行
に
働
く
若
い
仲
間
た
ち
の
交
流
の
場
、
意
見
交
換
の
場
で
あ

っ
た
。
投
稿
記
事
が
論
争
に
発
展
し
た
も
の
も
あ
っ
た
。

　

例
え
ば
、
女
性
た
ち
が
日
頃
か
ら
抱
い
て
い
た
疑
問・不
満
に
端
を
発
し
た
＂
早
出
・

お
茶
汲
み
＂
論
争
。
ま
た
共
働
き
の
あ
り
の
ま
ま
を
綴
っ
た
＂
手
記
・
共
稼
ぎ
私
た
ち

の
場
合
＂。
東
北
の
あ
る
銀
行
に
働
く
女
性
が
、
現
実
と
理
想
の
は
ざ
ま
で
悩
む
心
の

う
ち
を
切
々
と
綴
っ
た
手
記
「
現
実
に
追
い
つ
め
ら
れ
た
嘆
き
の
妻
」
に
は
、
読
者
か

ら
激
励
や
ア
ド
バ
イ
ス
が
多
数
寄
せ
ら
れ
た
。

　

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
生
き
方
、
生
き
甲
斐
を
め
ぐ
る
論
争
も
あ
っ
た
。
一
回
目
は
一
九

五
八
年
の
鶴
見
俊
輔
氏
（
当
時
東
京
工
業
大
学
助
教
授
）
の
講
演
「『
中
間
文
化
』
の

時
代
に
お
け
る
中
間
層
の
生
き
方
」
を
め
ぐ
っ
て
交
わ
さ
れ
た
も
の
。
二
回
目
は
一
九

六
六
年
、
加
藤
尚
文
氏
（
評
論
家
）
の
著
書
『
社
会
主
義
的
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
』（
カ
ッ

パ
ブ
ッ
ク
ス
）
を
め
ぐ
り
、
著
者
を
ま
じ
え
て
交
わ
さ
れ
た
も
の
。
こ
の
二
つ
の
論
争

を
ふ
ま
え
、
五
〇
〇
号
記
念
号
（
一
九
七
二
年
）
は
、「
情
報
化
時
代
の
サ
ラ
リ
ー
マ

ン
︱
そ
の
生
き
方
を
め
ぐ
っ
て
︱
」
と
題
し
、
座
談
会
を
行
っ
て
い
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
こ
の
度
の
『
ひ
ろ
ば
』
復
刻
出
版
は
、
上
記
＂
手
記
・
共
稼
ぎ
私
た
ち

の
場
合
＂
に
目
を
止
め
て
下
さ
っ
た
鈴
木
貴
宇
先
生
の
ご
尽
力
に
よ
り
実
現
し
た
も
の

で
、
ま
こ
と
に
有
難
く
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

（
註
）
全
銀
連
は
一
九
五
六
年
七
月
に
分
裂
・
解
散
。『
ひ
ろ
ば
』『
全
銀
連
調
査
時

報
』『
銀
行
員
の
詩
集
』
な
ど
の
出
版
物
は
、
解
散
直
後
に
設
立
さ
れ
た
銀
行
労
働

研
究
会
が
編
集
・
発
行
を
受
け
継
い
だ
。



サ
ー
ク
ル
運
動
を
知
る
貴
重
な
資
料
と
し
て

水
溜
真
由
美
（
北
海
道
大
学
准
教
授
）

　

近
年
、
一
九
五
〇
年
代
に
各
地
で
発
行
さ
れ
て
い
た
サ
ー
ク
ル
誌
が
続
々
と
復

刻
さ
れ
て
い
る
。
全
銀
連
青
婦
人
部
の
機
関
誌
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
た
『
ひ
ろ
ば
』

の
復
刻
も
、
そ
の
流
れ
の
中
に
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
今
日
の
感
覚
か
ら

す
る
と
、
銀
行
員
は
ど
ろ
く
さ
い
労
働
運
動
の
イ
メ
ー
ジ
と
は
結
び
つ
き
に
く
い

が
、五
〇
年
代
か
ら
六
〇
年
代
前
半
に
か
け
て
の
『
ひ
ろ
ば
』
の
誌
面
の
傾
向
は
、

炭
労
、
国
労
を
始
め
と
す
る
同
時
代
の
労
働
組
合
の
機
関
誌
や
職
場
サ
ー
ク
ル
誌

と
共
通
し
て
い
る
。

　

た
だ
し
、『
ひ
ろ
ば
』
に
お
い
て
ユ
ニ
ー
ク
な
の
は
、
労
働
の
場
で
の
女
性
問

題
︱
産
休
育
休
、
賃
金
格
差
、
結
婚
・
妊
娠
後
の
退
職
慣
行
（
強
要
）、
早
出
掃

除
、
お
茶
く
み
等
︱
を
頻
繁
に
取
り
上
げ
て
い
る
こ
と
だ
。
こ
れ
ら
の
問
題
を
め

ぐ
っ
て
す
く
い
上
げ
ら
れ
た
女
子
行
員
の
声
は
、
同
時
代
の
女
子
労
働
者
が
書
い

た
生
活
記
録
に
通
じ
て
い
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
全
銀
連
の
サ
ー
ク
ル
運
動
と
言
え
ば
、
石
垣
り
ん
を
世
に
出
し
た

『
銀
行
員
の
詩
集
』
が
有
名
で
あ
る
。
組
合
員
か
ら
作
品
を
広
く
募
り
一
九
五
一

年
か
ら
年
刊
で
発
行
さ
れ
て
い
た
『
銀
行
員
の
詩
集
』
の
存
在
は
、『
ひ
ろ
ば
』

に
お
い
て
も
圧
倒
的
だ
。

　
『
ひ
ろ
ば
』
は
、
サ
ー
ク
ル
運
動
の
盛
衰
の
過
程
を
知
る
た
め
の
第
一
級
の
資

料
で
も
あ
る
。『
ひ
ろ
ば
』
の
復
刻
を
通
じ
て
、
五
〇
年
代
に
お
け
る
サ
ー
ク
ル

運
動
の
全
体
像
が
い
っ
そ
う
明
ら
か
に
な
る
こ
と
を
期
待
す
る
。

『
ひ
ろ
ば
』
復
刻
に
寄
せ
て

熊
沢　
誠
（
甲
南
大
学
名
誉
教
授
）

　

私
は
か
つ
て
、
一
九
五
五
年
に
当
時
の
富
士
銀
行
に
入
社
し
七
八
年
に
事
故
死

し
た
真
摯
な
一
銀
行
員
の
職
場
生
活
の
軌
跡
を
辿
っ
た
こ
と
が
あ
る
（『
新
編 

日

本
の
労
働
者
像
』
所
収
）。
そ
の
人
、
河
部
友
美
は
、
き
び
し
い
ノ
ル
マ
を
課
せ

ら
れ
る
有
能
な
貸
付
係
で
あ
り
な
が
ら
不
屈
の
反
主
流
派
の
組
合
活
動
家
で
あ

り
、
同
時
に
終
生
の
反
体
制
思
想
の
探
求
者
で
あ
り
な
が
ら
い
つ
ま
で
も
「
文
学

青
年
」
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ら
い
ず
れ
の
あ
り
よ
う
も
放
棄
し
な
い
ゆ
え
の
心
労
を

背
負
う
、
そ
れ
は
短
い
苦
闘
の
生
涯
だ
っ
た
。

　

そ
の
河
部
が
愛
読
し
続
け
た
の
が
『
ひ
ろ
ば
』
で
あ
る
。
河
部
（
筆
名
：
上
野

典
明
）
は
と
き
お
り
こ
の
『
ひ
ろ
ば
』
に
、「
中
間
層
」
と
み
な
さ
れ
も
す
る
銀

行
労
働
者
に
必
要
な
立
ち
位
置
（
一
六
七
号
）、
仕
事
上
の
専
門
性
の
陶
冶
と
銀

行
の
政
策
に
対
す
る
発
言
力
と
の
関
係
（
五
〇
〇
号
）、
労
働
現
場
に
あ
り
つ
つ

し
ん
ど
く
て
も
そ
こ
に
執
着
し
て
そ
こ
を
変
え
よ
う
と
す
る
労
働
組
合
の
あ
り
方

（
六
〇
〇
号
）
な
ど
に
つ
い
て
論
陣
を
張
っ
て
い
る
。
河
部
の
眼
を
通
し
て
の
理

解
か
も
し
れ
な
い
が
、
ど
う
論
じ
て
も
矛
盾
を
免
れ
な
い
、
単
眼
的
な
解
の
難
し

い
こ
う
し
た
課
題
に
も
立
ち
入
る
と
こ
ろ
に
、
労
働
組
合
の
公
式
政
策
の
表
明
、

革
新
側
の
啓
蒙
的
な
講
演
記
録
、
銀
行
員
な
か
ま
の
リ
ア
ル
な
職
場
情
報
の
交
換

な
ど
に
留
ま
ら
な
い
、『
ひ
ろ
ば
』
の
質
の
高
さ
が
う
か
が
わ
れ
る
。『
ひ
ろ
ば
』

は
、
銀
行
員
と
い
う
独
自
の
労
働
者
階
層
、
銀
行
の
支
店
と
い
う
特
徴
あ
る
職
場

が
培
っ
た
文
化
を
示
す
歴
史
的
な
資
料
な
の
だ
。
戦
後
労
働
運
動
の
一
隅
か
ら
生

ま
れ
た
こ
の
ユ
ニ
ー
ク
な
刊
行
物
が
い
ま
復
刻
さ
れ
る
意
義
は
大
き
い
。



内容見本

▲ 第122号（1956年 6 月）

▲ 第39・40号（1952年 8 月）

▲ 第161号（1958年 3 月）

▲ 第116号（1956年 3 月）

▲ 第25・26合併号（1952年 1 月）



▲ 第300号（1964年 3 月）

▲ 第124号（1956年 8 月）

▲ 第160号（1958年 2 月）

▲ 第226号（1960年12月）

▲ 第91号（1955年 1 月）▲ 第23号（1951年11月）



寄
稿
者
の
主
な
所
属
先

▲ 第81号（1954年 7 月）

▲ 第136号（1957年 2 月）

▲ 第60号（1953年 6 月）

▲ 第84号（1954年 9 月）

▲ 第35号（1952年 6 月）

北
海
道
拓
殖
銀
行

青
森
銀
行

岩
手
殖
産
銀
行

秋
田
銀
行

七
十
七
銀
行

荘
内
銀
行

埼
玉
銀
行

千
葉
銀
行

協
和
銀
行

商
工
組
合
中
央
金
庫

第
一
銀
行

東
京
銀
行

日
本
銀
行

日
本
開
発
銀
行

日
本
勧
業
銀
行

農
林
中
央
金
庫

富
士
銀
行

三
井
銀
行

三
菱
銀
行

横
浜
銀
行

第
四
銀
行

北
陸
銀
行

山
梨
中
央
銀
行

八
十
二
銀
行

静
岡
銀
行

東
海
銀
行

京
都
銀
行

三
和
銀
行

住
友
銀
行

大
和
銀
行

神
戸
銀
行

紀
陽
銀
行

山
陰
合
同
銀
行

広
島
銀
行

伊
予
銀
行

福
岡
銀
行

大
分
銀
行

佐
賀
銀
行

十
八
銀
行



南
風
書
房　
発
行
／
北
川
晃
二　
編
／
一
九
四
六
年
～
一
九
四
九
年
刊

体　
裁　
A
5
判
・
上
製
・
総
２
、１
０
４
頁

別　
冊　
解
説
・
回
想
・
総
目
次
・
索
引

解　
説　
狩
野
啓
子
・
長
野
秀
樹
・
深
野
治

揃
定
価　
９
０
、０
０
０
円
＋
税

推　
薦　
大
西
巨
人
・
紅
野
敏
郎

三
帆
書
房　
発
行
／
大
西
巨
人
ほ
か　
編

一
九
四
六
年
～
一
九
四
八
年
刊

体　
裁　
B
4
判
並
製
・
B
5
判
上
製
・
総
6
6
6
頁

別　
冊　
解
説
・
総
目
次
・
索
引

解　
説　
赤
塚
正
幸
・
大
西
巨
人
・
狩
野
啓
子

揃
定
価　

２
８
、０
０
０
円
＋
税

推　
薦　
大
西
巨
人
・
紅
野
敏
郎

鵬
同
人
社
ほ
か 

発
行
／
岡
田
芳
彦
・
出
海
溪
也
ほ
か 

編

一
九
四
五
年
～
一
九
五
〇
年
刊

体　
裁　
菊
判
・
上
製
・
総
8
8
6
頁

別　
冊　
解
説
・
総
目
次
・
索
引

解　
説　
赤
塚
正
幸
・
麻
生
久
・
出
海
溪
也

揃
定
価　
３
５
、０
０
０
円
＋
税

推　
薦　
大
西
巨
人
・
紅
野
敏
郎

九
州
サ
ー
ク
ル
研
究
会　
発
行
／
一
九
五
八
年
～
一
九
六
一
年
刊

体　
裁　
A
5
判
・
B
5
判
・
上
製
・
総
１
、９
０
４
頁

別　
冊　
解
説
・
回
想
・
総
目
次
・
索
引

解　
説　
井
上
洋
子
・
坂
口
博
・
松
下
博
文

揃
定
価　
６
５
、０
０
０
円
＋
税

推　
薦　
有
馬
学
・
池
田
浩
士
・
上
野
千
鶴
子
・
鶴
見
俊
輔

人
民
戦
線
社　
発
行
／
中
西
伊
之
助　
編

一
九
四
五
年
～
一
九
四
九
年
刊

体　
裁　
A
5
判
・
上
製
・
総
１
、７
０
０
頁

別　
冊　
解
題
・
総
目
次
・
索
引

解　
題　
勝
村
誠
・
秦
重
雄

揃
定
価　
６
８
、０
０
０
円
＋
税

推　
薦　
高
柳
俊
男
・
西
田
勝

大
阪
朝
鮮
詩
人
集
団
機
関
誌
／
一
九
五
三
年
～
一
九
六
三
年
刊

体　
裁　
A
5
判
・
上
製
・
総
9
2
2
頁

別　
冊　
解
説
・
鼎
談
・
総
目
次
・
索
引

解　
説　
宇
野
田
尚
哉
・
細
見
和
之

揃
定
価　
３
６
、０
０
０
円
＋
税

推　
薦　
金
時
鐘
・
梁
石
日
・
鵜
飼
哲
・
米
谷
匡
史

一
九
五
一
年
～
一
九
六
〇
年
刊

体　
裁　
B
5
判
・
上
製
・
総
１
、８
６
４
頁

別　
冊　
解
説
・
解
題
・
回
想
・
総
目
次
・
索
引

解　
説　
道
場
親
信
／
解　
題　
浜
賀
知
彦

揃
定
価　
６
８
、０
０
０
円
＋
税

推　
薦　
小
関
智
弘
・
坪
井
秀
人
・
西
川
祐
子
・

　
　
　
　
ハ
リ
ー・ハ
ル
ト
ゥ
ー
ニ
ア
ン

真
善
美
社　
発
行
／
一
九
四
七
年
～
一
九
四
九
年
刊

体　
裁　
A
5
判
・
上
製
・
総
１
、３
１
８
頁

別　
冊　
解
説
・
総
目
次
・
索
引

解　
説　
鳥
羽
耕
史

揃
定
価　
４
８
、０
０
０
円
＋
税

推　
薦　
池
田
浩
士
・
高
良
留
美
子
・
鶴
見
俊
輔
・
成
田
龍
一

新
女
性
社　
発
行
／
一
九
五
〇
年
～
一
九
五
六
年
刊

体　
裁　
A
5
判
・
上
製
・
総
９
、４
９
６
頁

別　
冊　
解
題
・
総
目
次
・
索
引
＋
D
V
D
1
枚

解　
題　
伊
藤
康
子

揃
定
価　
３
７
０
、０
０
０
円
＋
税

推　
薦　
犬
丸
義
一
・
坪
井
秀
人
・
橋
本
宏
子
・
藤
目
ゆ
き

人
民
文
学
社　
発
行
／
一
九
五
〇
年
～
一
九
五
五
年
刊

体　
裁　
A
5
判
・
上
製
・
総
６
、７
５
０
頁

別　
冊　
解
説
・
解
題
・
回
想
・
総
目
次
・
索
引
＋
D
V
D
1
枚

解　
説　
道
場
親
信
・
鳥
羽
耕
史
／
回　
想　
柴
崎
公
三
郎

揃
定
価　

２
５
６
、０
０
０
円
＋
税

推　
薦　
加
納
実
紀
代
・
島
村
輝
・
坪
井
秀
人
・
成
田
龍
一

学
園
評
論
社　
発
行
／
一
九
五
二
年
～
一
九
五
六
年
刊

体　
裁　
A
5
判
・
上
製
・
総
４
、２
３
０
頁

別　
冊　
解
題
・
総
目
次
・
索
引

解　
題　
中
西
直
樹

揃
定
価　
１
７
０
、０
０
０
円
＋
税

推　
薦　
宇
野
田
尚
哉
・
西
山
伸

琉
球
大
学
文
芸
部
（
琉
大
文
藝
ク
ラ
ブ
）
発
行

一
九
五
三
年
～
一
九
七
八
年
刊

体　
裁　
Ａ
５
判
・
上
製
・
総
2
、5
5
6
頁　

別　
冊　
解
説
・
総
目
次
・
索
引

解　
説　
我
部
聖

揃
定
価　
9‌

6
、0
0
0
円
＋
税　

推　
薦　
小
森
陽
一
・
新
城
郁
夫
・
仲
程
昌
徳
・
目
取
真
俊

河
北
新
報
社　
発
行
／
一
九
四
六
年
～
一
九
五
〇
年
刊

体　
裁　
Ａ
５
判
・
上
製
・
総
４
、１
３
４
頁

別　
冊　
解
説
・
総
目
次
・
索
引

解　
説　
高
橋
秀
太
郎

揃
定
価　
１
４
５
、０
０
０
円
＋
税

推　
薦　
安
藤
宏
・
石
川
巧
・
澤
正
宏
・
山
田
有
策

戦後文化運動雑誌叢書

①
午
　
前
　
全
5
巻
・
別
冊
1

②
文
化
展
望
　
全
3
巻
・
別
冊
1

③
鵬
･
ピ
オ
ネ
･
藝
術
前
衛

全
2
巻
･
別
冊
1 

④
サ
ー
ク
ル
村全3

巻
･
付
録
1
･
別
冊
1 

⑤
人
民
戦
線
　
全
5
巻
・
別
冊
1

⑥
ヂ
ン
ダ
レ
･
カ
リ
オ
ン

全
3
巻
・
別
冊
1

⑦
東
京
南
部
サ
ー
ク
ル
雑
誌
集
成

全
3
巻
・
付
録
1
・
別
冊
1

⑧
綜
合
文
化
　
全
3
巻
・
別
冊
1

⑨
新
女
性
　
全
16
巻
・
別
冊
1

⑫
琉
大
文
学

全
5
巻
・
付
録
1
・
別
冊
1

⑬
東
北
文
学
　
全
８
巻
・
別
冊
１

⑩
人
民
文
学

全
15
巻
・
付
録
1
・
別
冊
1

⑪
学
園
評
論

全
9
巻
・
付
録
1
・
別
冊
1



発　

行
─
全
国
銀
行
従
業
員
組
合
連
合
会
（
１
２
４
号
以
降 

銀
行
労
働
研
究
会
）

体　

裁
─
Ｂ
５
判
・
上
製
・
総
約
４
、８
０
０
頁

収　

録
─
第
１
号
～
第
３
０
０
号
（
１
９
５
１
年
～
１
９
６
４
年
）

付　

録
─『
月
刊
ひ
ろ
ば
』、『
ひ
ろ
ば
』（
３
１
３
号
、
５
０
０
号
、
１
０
９
６
号
等
）

別　

冊
─
解
説
・
総
目
次
・
索
引

　
　
　
　
（
分
売
価
格 

本
体
２
、０
０
０
円
＋
税　

ISBN978-4-8350-8249-3

）

解　

説
─
鈴
木
貴
宇
（
東
邦
大
学
准
教
授
）

推　

薦
─
志
賀
寛
子
・
遠
藤
公
嗣
・
熊
沢 

誠
・
水
溜
真
由
美

揃
定
価
─
本
体
２
５
０
、０
０
０
円
＋
税

表
示
価
格
は
す
べ
て
税
別

2018/5

復
刻
版

全
10
巻
・
付
録
１
・
別
冊
１

不
二
出
版

〒
1
1
2
・
0
0
0
5

　
　
　
　

東
京
都
文
京
区
水
道
2
・
1
0
・
1
0

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

0
3
・
5
9
8
1
・
6
7
0
4

Ｆ
Ａ
Ｘ　

0
3
・
5
9
8
1
・
6
7
0
5

振　

替　

0
0
1
6
0
・
2
・
9
4
0
8
4

配
本

復
刻
版
巻
数

原
本
号
数

原
本
発
行
年
月

刊
行
・
Ｉ
Ｓ
Ｂ
Ｎ

（
頭
に
「
９
７
８
－
４
－
」
が
入
り
ま
す
）

価
格

第１回
配本

第
１
巻

第
１
号
～
第
62
号

１
９
５
１
年
２
月
～
１
９
５
３
年
７
月

２
０
１
８
年
６
月

８
３
５
０
－
８
２
３
３
－
２

本
体
４
６
、０
０
０
円
＋
税

第
２
巻

第
63
号
～
第
97
号

１
９
５
３
年
８
月
～
１
９
５
５
年
４
月

第２回
配本

第
３
巻

第
98
号
～
第
122
号

１
９
５
５
年
５
月
～
１
９
５
６
年
６
月

２
０
１
８
年
９
月

８
３
５
０
－
８
２
３
６
－
３

本
体
６
９
、０
０
０
円
＋
税

第
４
巻

第
123
号
～
第
150
号

１
９
５
６
年
７
月
～
１
９
５
７
年
９
月

第
５
巻

第
151
号
～
第
176
号

１
９
５
７
年
10
月
～
１
９
５
８
年
10
月

　

別
冊
（
解
説
・
総
目
次
・
索
引
）

第３回
配本

第
６
巻

第
177
号
～
第
203
号

１
９
５
８
年
11
月
～
１
９
５
９
年
12
月

２
０
１
９
年
１
月

８
３
５
０
－
８
２
４
１
－
７

本
体
６
９
、０
０
０
円
＋
税

第
７
巻

第
204
号
～
第
228
号

１
９
６
０
年
１
月
～
１
９
６
１
年
１
月

第
８
巻

第
229
号
～
第
253
号

１
９
６
１
年
２
月
～
１
９
６
２
年
２
月

第４回
配本

第
９
巻

第
254
号
～
第
278
号

１
９
６
２
年
３
月
～
12
月

２
０
１
９
年
５
月

８
３
５
０
－
８
２
４
５
－
５

本
体
６
６
、０
０
０
円
＋
税

第
10
巻

第
279
号
～
第
300
号

１
９
６
３
年
１
月
～
１
９
６
４
年
３
月

付
録
（『
月※

刊
ひ
ろ
ば
』
第
１
号
～
第
４
号
、
第
４
回
全
国
青
婦
人
会
議
特
集
号
、

『
ひ
ろ
ば
』
第
３
１
３
号
、
５
０
０
号
、
１
０
９
６
号
〔
終
刊
号
〕
等
）

※
『
月
刊
ひ
ろ
ば
』
は
『
ひ
ろ
ば
』
に
先
行
し
て
１
９
５
０
年
11
月
に
創
刊
。
そ
の
後
『
ひ
ろ
ば
』
に
統
合
さ
れ
た
。

●
関
連
図
書
の
ご
案
内

長
谷
川
国
雄
主
宰
〔
昭
和
３
年
～
昭
和
11
年
刊
〕

サ
ラ
リ
ー
マ
ン

Ｂ
５
判
・
上
製
・
総
９
、６
９
０
頁

揃
定
価　
本
体
４
３
５
、０
０
０
円
＋
税

本
誌
は
、
一
九
二
〇
年
代
末
、
昭
和
金
融
恐
慌
・
不
況
を

迎
え
、
急
速
に
増
大
し
た
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
（
俸
給
生
活

者
）
層
に
と
っ
て
の
受
難
の
時
代
に
創
刊
さ
れ
た
「
大
衆

経
済
雑
誌
」
で
あ
る
。「
新
中
間
層
」
と
呼
ば
れ
た
彼
ら

を
「
知
識
労
働
者
」
あ
る
い
は
イ
ン
テ
リ
ゲ
ン
チ
ャ
ー
と

し
て
自
覚
さ
せ
啓
発
す
る
こ
と
を
意
図
し
た
。
財
閥
や
企

業
を
撃
ち
、
国
際
問
題
を
論
じ
、「
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
は
戦

争
に
行
き
た
く
な
い
」
と
非
戦
論
を
謳
い
、「
働
く
者
本

位
の
社
会
」
を
め
ざ
し
た
本
誌
は
、
経
済
史
・
思
想
史
研

究
に
必
須
の
資
料
で
あ
る
。

復
刻
版

全
24
巻
・
別
冊
１

ひ
ろ
ば


